
計画 1･7

ニホンザルにおける骨代謝研死 :冊断面

特性値の杭断的年齢変化

菊池泰弘 (佐賀医大･医･解剖)､杭田的(京都大 ･

霊長研 ･形態進化)

京都大学霊長類研究所飼 育のニホ ンザル

(Male;年齢 0-21:Female;年齢0-26)を対

象に､PQCT (末梢部走塁的 Ⅹ線断層投影装置､

Stratec,Co.Ltd.)を用いて左損骨断面 (左前腕長

比 ･,遠位端 4%部位)を報像し､骨断面特性値 7

項目 (全骨断面椛､皮質骨面椛 ･塩見 ･密度､締

約や両横 ･■塩見 ･密度),及び体虫の全 8項目に

ついて分析 ･考察を行った｡分析方法は S･plus

4((抹)数理システム)の loess.SmOOth関数

を用いてsmoothingし､各項目8パターンの年齢

変化グラフを検討した｡

成果として､年齢変化曲線において､5才前後

で節-の変化点､10才前後に第2の変化点があり､

那-の変化点まで骨は増大し.第二の変化点まで

に骨はやや増加する傍ら､丈夫さを増していくこ

とが明らかとなった｡特に.皮質骨密度変化曲線

においてこのような変化点が顕著であり､後者の

変化点における年齢については骨成黙年齢と推定

し柑た.これは､体丑や外長の成熱より5才前後

遅い年齢ということが判明した｡また､26才以下

の個体について調査を行ったが､明らかな老齢変

化の傾向は見受けられなかった｡性差は骨塁に認

めらたことにより､冊はBodySizeを反映してい

ることが示唆され､冊はからだの一指標として非

常に血要な要素であることが再認識された｡

計画 1-9

忠良刑大脳皮門のドーパミンによるシナ

ップス形成発過機川の解明

岡戸招刀 (筑波大 ･益田圧)

比較的少数の起始細胞から脳の広い即位に投射

する広範投射系 (globalprojection8yBtemまた

はvolumetransmission)が含布する生体アミン

のうち.セロトニン､ノルアドレナリン,アセチ

ルコリンは脳 ･神髄の可塑的な部位でシナプスの

数を調節する機能を持つことを明らかにしてきた｡

各モノアミン大脳皮斑での分布は稚丑が大きく､

ヒトのように大耶皮‡引こドーパミンが荊密度に分

布する突放別物はサルのみである｡捕神神経疾瓜

に深く関わると考えられるドーパミンの大脱皮打

におけるシナプス形成維持機能を明らかにするた

めに研究を行ってきた｡ドーパミンD2受容体の

括抗薬であるネモナプリドを胞腔内に 1日1回 3

日間連続投与した.薬用血は体丑 1kg当た り

0.1mgまたは0.5mgを用いた｡対照料 こは生現的

食塩水を投与した.脳を取り出してホルマリン固

定を行い.大脳皮門各部位の碍子田微銃用エポン

包埋標本を作製した.これまでに46野､4野､3

-1-2野.17野.耶Ⅰ屑の軸索樹状突起間シナ

プス密度変化を定血化してきたが､今回は24野Ⅰ.

ⅠⅠ屑の軸索樹状突起間シナプスと軸索胞体間シナ

プスの電子銃微鏡写共による定員化を拭みた｡そ

の結果､1歳､3歳ともにD2受容体桔抗英による

シナプス密度の変化はなかった.また3屑の錐体

細胞の軸系胞休閑シナプスを祝祭したがサルでは

ほとんど見られない結果を符た｡
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